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（別表４） 

 

令和７年度 経営発達支援事業 事業内容・評価 

 

平成２６年６月に小規模支援法が改正され、小規模事業者の持続的発展を支援するために商
工会及び商工会議所が、小規模事業者の課題に対して事業計画の作成や着実な事業の実施を
支援するとともに、地域活性化につながる事業を策定し事業者に寄り添って支援する体制を

整えた「経営発達支援計画」を国が認定する制度が導入された。当所では“農林水産資源や
歴史的資源を活用した観光客等を対象にした新たな商品やサービスの開発・提供”、“産学
官連携や農商工連携による地域資源を生かした新産業の創出と地元企業の競争力向上”、

“少子高齢化や人口減少等による市場縮小や需要低下による売り上げ減少”の地域の課題を
抽出。 
４つの目標方針①小規模事業者の経営課題の抽出・課題解決、②関係機関との連携強化によ

る支援力向上、③商談会・物産展の紹介等商圏拡大支援、④地域資源を活用した地域全体の活
性化に基づき「経営発達支援計画」を策定。関係機関と連携し、令和３年３月に経済産業大
臣から３期目となる計画認定を受け（実施期間：令和３年４月１日～令和８年３月３１日）、

地域中小企業・小規模事業者に対する伴走型支援を実施。令和７年度は計画５年間の５年目。 

 

３－１．地域の経済動向調査に関すること 【自己評価 Ａ】（→Ｐ４～６） 

支援内容 
６年度 

実績 

７年度 

目標 

７年度 

実績 

個別 

評価 
８年度 

目標 

①地域経済分析システ

ム(RESAS) 

回数 １ １ １ Ａ １ 

公表 １ １ １ Ａ １ 

②CCI－LOBO調査 
回数 １２ １２ １２ Ａ １２ 

公表 １２ １２ １２ Ａ １２ 

③中小企業景況調査 
回数 ４ ４ ４ Ａ ４ 

公表 ４ ４ ４ Ａ ４ 
※地域経済分析システム・・国が公開しているビッグデータを活用し、地域経済の循環や観光客

の動向、経済動向分析を行い、年１回公表。 

※CCI－LOBO調査・・業種別の景気動向を把握するために管内１２の企業・団体を対象に毎月実施。

日商が集計・分析した調査結果は日商ＨＰで公開。当所はリンク先を掲載

し情報提供。 

※中小企業景況調査・・管内事業者250社に四半期ごとに実施。結果をＨＰに掲載し情報提供。

(回答企業数)４～６月：152社、７～９月：165社、10～12月：145社、

１～３月：134社 

 

３－２．需要動向調査に関すること 【自己評価 Ｂ】（→Ｐ６～８） 

支援内容 
６年度

実績 

７年度 

目標 

７年度実

績 

個別評

価 
８年度 

目標 

①消費者ヒアリング 
事業者数 １０ １０ ９ B １０ 

回数 ２ ２ ２ Ａ ２ 
      ※令和８年１月に商品モニター会議を２回開催（消費者モニター１２名、専門家４名）、出品物：９社２０品（菓子等）。 

        市内事業所や大阪アンテナショップ出店事業者など広く参加募集を行ったが、事業者数の目標に達しなかった。 

 

４．経営状況の分析に関すること 【自己評価 Ａ】（→Ｐ８～10） 

支援内容 
６年度

実績 

７年度 

目標 

７年度 

実績 

個別評

価 
８年度 

目標 

①経営・財務分析 

セミナー開催数 
回数 １ １ ２ Ａ ２ 

②事業継続力強化計画 

策定セミナー開催数 
回数 １ １ １ Ａ １ 

③経営分析件数 件数 ３２０ １３０ ３５７ Ａ ３２０ 

※財務分析セミナー102名参加（11月開催）、価格転嫁対策セミナー32名参加(6月開催)、 

事業継続力強化計画セミナー46名参加（7月開催） 
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５．事業計画策定支援に関すること 【自己評価 Ａ】（→Ｐ10～13） 

支援内容 
６年度

実績 

７年度 

目標 

７年度 

実績 

個別評

価 
８年度 

目標 

①事業計画策定セミ 

ナー開催数 
回数 ２ １ ２ Ａ ２ 

②事業計画策定数 件数 １６２ １３０ １７２ Ａ １７０ 

③(うち創業計画策定数) 件数 ３ ３ ４ Ａ １０ 
      ※創業塾41名参加(9～10月開催)、事業計画策定セミナー70名参加(5月開催)。 

      ※創業計画策定数4件となっているが、創業計画支援件数は47件。 

 

６．事業計画策定後の実施支援に関すること 【自己評価 Ａ】（→Ｐ13～14） 

支援内容 
６年度

実績 

７年度 

目標 

７年度 

実績 

個別評

価 

８年度 

目標 

①フォローアップ 

対象事業者数 
事業者数 １３０ １３０ １３９ Ａ １４０ 

②頻度（延べ回数） 回数 ８０４ ５２０ ８０８ Ａ ８００ 

③売上増加事業者数 事業者数 ５８ ４５ ６２ Ａ ５５ 

④経常利益率前年比1%以上 

増加の事業者数 
事業者数 ４９ ４５ ６７ Ａ ５５ 

       

 

７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 【自己評価 Ａ】（→Ｐ14～16） 

支援内容 
６年度

実績 

７年度 

目標 

７年度 

実績 

個別評

価 
８年度 

目標 

①(物産展・商談会)

参加企業数 
事業者数 １１２ ３０ １４５ Ａ １０ 

②エキスパートバンク 

支援事業者数 
事業者数 ２２ ２０ １４ C ２５ 

③商品開発セミナー 

開催数 
回数 ２ ２ ２ Ａ ２ 

④競争力強化セミナ 

ー開催数 
回数 ２ １ ２ Ａ ― 

⑤知的財産の保護・ 

活用 
事業者数 ― ― ― ― ５ 

      ※アンテナショップ「かごしま屋」（KITTE大阪にR6.7.31より出店） 

※売場づくりセミナー35名参加(10月開催)、売場改善指導5者参加（10月開催）、 

商品ブランディングセミナー44名参加(12月開催）・商品ブラッシュアップセミナー35名参加(1月開催) 

       ※令和8年度より「知的財産の保護・活用支援」を新設し、知財の権利化・活用に取り組む小規模事業者を 

年間5社以上支援することを目標とする。 

 

 
       【評価の目安】Ａ：目標を達成することができた（100％以上） 

Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％） 
              Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった（30～79％） 
              Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満） 
              Ｅ：未実施 


